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石
川

県

食
品

の

有
効

活

用
の

推

進
に

関

す
る

条

例

我
が

国
は

今
、

持
続
可

能
な

社
会

を
構

築
し

て
い

く
上
で

、
極

め
て

重
要

な
時
期

を
迎

え
て

お
り

、
そ

の
た
め

に
食

品

の

無
駄

を
削

減
す
る

た
め

の
取

組
と
し

て
、

食
品

の
有

効
活

用
の

推
進

が
強
く

求
め

ら
れ

て
い
る

。

食
品

の
有

効
活

用
は

、
家

計
の

負
担
や

地
方

公
共

団
体
の

財
政

支
出

の
軽

減
に

資
す

る
と
と

も
に

、
食

品
の
生

産
、

流

通

及
び

廃
棄

に
関
わ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
労

働
力

等
の

無
駄
の

削
減

が
図

ら
れ
、

も
っ

て
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出
量

の
削

減

に
よ

る
気

候
変

動
の
抑

制
、

生
物

多
様

性
の

保
全

等
に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る
。

ま
た

、
未

利
用

食
品

等
を
生

活
の

困
窮

や
災
害

等
に

よ
り

食
料
を

必
要

と
す

る
人

々
に

提
供

す
る
な

ど
の

取
組

は
、

食
品

を
可

能
な
限

り
有

効
に

活
用
す

る
上

で

重
要

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

県
内

で
生
産

さ
れ

る
農

林
水
産

物
を

県
内

で
消

費
す

る
地

産
地

消
を
推

進
す

る
こ
と

に
よ

り
、

本
県
に

お
け

る
食

品
の

生
産

、
流

通
及
び

廃
棄

に
関

わ
る
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
無

駄
を

削
減

す
る
こ

と
は

、
環

境
保

全
に

貢
献

す

る
と
と

も
に

、
本

県
の

農
林

水
産
業

の
振

興
に

も
資

す
る

も
の

で
あ
る

。

こ
こ

に
、

県
、

市
町
、

食
品

関
連

事
業

者
等

、
消

費
者
、

関
係

機
関

及
び

関
係

団
体
等

の
多

様
な

主
体

が
連
携

し
、

食

品

の
有

効
活

用
に
関

す
る

施
策

を
総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
す

る
た

め
、
こ

の
条

例
を

制
定

す
る

。

（
目

的
）

第

一
条

こ

の
条
例

は
、

食
品

の
有

効
活

用
に

関
し

、
県
の

責
務

並
び

に
市
町

、
食

品
関

連
事

業
者

等
及

び
消
費

者
の

役

割

を
明

ら
か
に

す
る

と
と

も
に

、
食
品

の
有

効
活

用
に

関
す

る
施

策
の
基

本
と

な
る

事
項
を

定
め

る
こ

と
等

に
よ

り
、

食
品

の
有

効
活
用

を
総

合
的

に
推
進

し
、

も
っ

て
持

続
可

能
な

社
会

の
構
築

に
寄

与
す

る
こ

と
を
目

的
と

す
る

。

（
定

義
）

第
二
条

こ

の
条

例
に

お
い

て
、

次
の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の
意

義
は

、
当

該
各

号
に

定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。

一

食

品

飲
食
料

品
の

う
ち

医
薬

品
、

医
療

機
器
等

の
品

質
、

有
効

性
及
び

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す
る

法
律

（
昭

和
三

十
五

年
法

律
第

百
四
十

五
号

）
第

二
条

第
一
項

に
規

定
す

る
医

薬
品

、
同

条
第

二
項
に

規
定

す
る
医

薬
部

外
品



及
び

同
条

第
九
項

に
規

定
す

る
再

生
医

療
等
製

品
以

外
の

も
の

を
い
う

。

二

食

品
の

有
効
活

用

食
品

の
賞

味
期

限
（

定
め
ら

れ
た

方
法

に
よ
り

保
存

し
た

場
合

に
お

い
て

、
期
待

さ
れ

る
全

て
の

品
質

の
保
持

が
十

分
に

可
能

で
あ

る
と

認
め
ら

れ
る

期
限

を
示

す
年

月
日
を

い
う

。
第

七
条

第
二
項

に
お

い
て

同

じ
。

）
及

び
消

費
期
限

（
定

め
ら

れ
た

方
法

に
よ
り

保
存

し
た

場
合

に
お

い
て

、
腐
敗

、
変

敗
そ

の
他
の

品
質

の

劣
化

に
伴

い
安

全
性

を
欠

く
こ
と

と
な

る
お

そ
れ
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

期
限

を
示

す
年
月

日
を

い
う

。
）
を

正
し

く

理
解

し
、

適
切

に
食

品
を

管
理
す

る
こ

と
そ

の
他

の
食
品

の
無

駄
を

削
減

す
る

た
め
の

取
組

を
い

う
。

三

食
品

関
連

事
業

者
等

食

品
の
製

造
、

加
工

、
卸

売
若

し
く

は
小
売

又
は

食
事

の
提
供

を
行

う
事

業
者

及
び

農
林

漁
業

者
並

び
に
こ

れ
ら

の
者

が
そ
れ

ぞ
れ

組
織

す
る

団
体

を
い

う
。

四

フ

ー
ド

バ
ン
ク

活
動

食

品
関
連

事
業

者
等

そ
の

他
の

者
か

ら
未
利

用
食

品
等

の
提

供
を

受
け

、
生
活

の
困

窮
、

災
害

等
に

よ
り
食

品
を

必
要

と
す

る
者

に
提

供
す
る

た
め

の
活

動
を
い

う
。

（

県
の
責

務
）

第
三

条

県
は

、
食
品

の
有

効
活

用
に
関

す
る

施
策

を
総

合
的

か
つ

計
画
的

に
推

進
す

る
も
の

と
す

る
。

２

県

は
、

食
品
ロ

ス
の

削
減

の
推
進

に
関

す
る

法
律

（
令

和
元

年
法

律
第
十

九
号

）
第

十
二

条
第

一
項
に

規
定

す
る

都

道
府

県
食

品
ロ

ス
削

減
推

進
計

画
を
定

め
る

も
の

と
す
る

。

３

県

は
、

食
品
の

有
効

活
用

に
関

す
る

施
策

の
推

進
に
当

た
っ

て
は

、
国
、

市
町

、
食

品
関

連
事

業
者

等
、
消

費
者

、

関

係
機

関
及
び

関
係

団
体

等
と

相
互
に

連
携

を
図

る
も

の
と

す
る

。

（
市
町

の
役

割
）

第
四

条

市
町

は
、

国
、

県
、

食
品
関

連
事

業
者

等
、
消

費
者

、
関

係
機

関
及

び
関

係
団

体
等
と

相
互

に
連

携
を

図
り
つ

つ
、

食
品

の
有
効

活
用

に
関

す
る

施
策

の
推

進
に

努
め
る

も
の

と
す

る
。

（

食
品

関
連
事

業
者

等
の

役
割

）

第
五

条

食
品

関
連
事

業
者

等
は

、
食
品

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
積

極
的
に

取
り

組
む

よ
う

努
め
る

と
と

も
に

、
国

、
県



及
び

市
町

が
実
施

す
る

食
品

の
有

効
活

用
に
関

す
る

施
策

に
協

力
す

る
よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。

２

食
品

関
連

事
業

者
等

は
、

規
格
外

及
び

未
利

用
の

農
林

水
産
物

等
の

更
な

る
活

用
並

び
に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
活

動
を

行

う
団

体
等

に
対
す

る
食

品
の

提
供

に
努

め
る

も
の

と
す
る

。

３

食

品
関

連
事
業

者
等

は
、

県
内
で

生
産

さ
れ

た
農

林
水

産
物

及
び

県
内
で

加
工

し
た

食
品
（

以
下

こ
の

項
及

び
次

条

第
二

項
に

お
い

て
「

県
内

農
林

水
産
物

等
」

と
い

う
。
）

を
積

極
的

に
使

用
す

る
よ

う
努
め

る
と

と
も

に
、
相

互
に

連

携

し
て

地
産

地
消

（
県

内
農

林
水
産

物
等

を
県

内
で

消
費
す

る
こ

と
を

い
う

。
次

条
第

二
項
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

推

進

に
努
め

る
も

の
と

す
る

。

（
消
費

者
の

役
割

）

第
六

条

消
費

者
は

、
食

品
の

有
効
活

用
の

重
要

性
に
つ

い
て

の
理

解
及

び
関

心
を

深
め

る
と
と

も
に

、
食
品

の
購

入
、

保
存

及
び

調
理
の

方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
等

に
よ
り

食
品

の
有

効
活

用
に
つ

い
て

自
主

的
か

つ
持

続
的

に
取
り

組
む

よ

う

努
め

る
も

の
と
す

る
。

２

消
費

者
は

、
地
産

地
消

に
関

す
る
理

解
及

び
関

心
を

深
め

る
と

と
も
に

、
県

内
農

林
水
産

物
等

を
積

極
的

に
消

費
す

る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。

（
食

品
の

有
効

活
用
に

関
す

る
施

策
）

第

七
条

県

は
、
消

費
者

が
自

主
的

か
つ

持
続

的
に

食
品
の

有
効

活
用

に
関
す

る
理

解
を

深
め

、
行

動
す

る
よ
う

、
消

費

者

に
対

し
、
食

品
の

無
駄

を
削

減
す
る

た
め

の
購

入
、

保
存

及
び

調
理
の

方
法

並
び

に
食
品

関
連

事
業

者
等

、
関

係
機

関
及

び
関

係
団
体

等
が

行
う

食
品
の

有
効

活
用

に
資

す
る

取
組

等
の

普
及
啓

発
そ

の
他

必
要

な
施
策

を
講

ず
る

も
の

と

す

る
。

２

県

は
、

災
害

用
に

備
蓄

す
る

食
品
の

う
ち

、
賞

味
期

限
ま
で

の
期

間
が

一
年

に
満

た
な
い

も
の

を
有

効
に

活
用

す
る

よ

う
努

め
る

も
の
と

す
る

。

（
食

品
関

連
事

業
者
等

の
取

組
の

促
進
）



第
八
条

県

は
、

食
品

関
連

事
業

者
等
の

食
品

の
有

効
活
用

に
向

け
た

取
組

を
促

進
す

る
た
め

、
人

材
の

育
成

そ
の
他

必

要

な
施

策
を

講
ず
る

も
の

と
す

る
。

２

県
は
、

食
品

関
連

事
業

者
等

、
関
係

機
関

及
び

関
係

団
体

等
に

対
し
、

未
利

用
食

品
等
の

活
用

そ
の

他
の

食
品

の
有

効

活
用

の
推

進
に

資
す
る

先
駆

的
な

取
組

に
関

す
る
情

報
の

提
供

を
行

う
も

の
と

す
る

。

（
関

係
者

相
互

の
連
携

及
び

取
組

の
促

進
）

第

九
条

県

は
、
前

条
第

二
項

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、
市

町
、

食
品

関
連
事

業
者

等
、

消
費

者
、

関
係

機
関
及

び
関

係

団

体
等
が

相
互

に
連

携
し

、
こ

れ
ら
の

者
が

効
果

的
に

食
品

の
有

効
活
用

に
向

け
た

取
組
を

行
う

よ
う

、
情

報
の

提

供
、

普
及

啓
発
そ

の
他

必
要

な
施
策

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

（
フ

ー
ド

バ
ン

ク
活

動
に

係
る

関
係
者

相
互

の
連

携
の
強

化
）

第
十
条

県

は
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

活
動
が

円
滑

に
行

わ
れ
る

よ
う

、
フ

ー
ド

バ
ン

ク
活

動
に
係

る
関

係
者

相
互

の
連

携
の

強

化
等

を
図

る
た
め

に
必

要
な

施
策

を
講

ず
る

も
の
と

す
る

。

（
財

政
上

の
措

置
）

第

十
一

条

県
は
、

食
品

の
有

効
活
用

に
関

す
る

施
策

を
推

進
す

る
た

め
に
必

要
な

財
政

上
の

措
置

を
講
ず

る
よ

う
努

め

る
も

の
と

す
る

。

附

則

（
施

行
期

日
）

１

こ

の
条

例
は

、
公

布
の

日
か
ら

施
行

す
る

。

（
検

討
）

２

県

は
、

こ
の

条
例

の
施

行
後

、
社
会

経
済

情
勢

の
変

化
等
を

勘
案

し
、

こ
の

条
例

の
施
行

の
状

況
に

つ
い

て
検

討
を

加

え
、

そ
の

結
果
に

基
づ

い
て

所
要

の
措

置
を

講
ず
る

も
の

と
す

る
。
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知事において専決処分することができる事項

の指 定について

知事において専決処分することができる事項の指定について（平

成１３年１０月５日議決）の全部を改正する。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定

により、知事において専決処分することができる事項を次のとおり

定める。

議会の議決を経て締結した工事又は製造の請負契約について、当

該議決に係る契約金額を３，０００万円を超えない範囲内において

変更すること。ただし、議会の議決を経て締結した令和６年能登半

島地震及び令和６年奥能登豪雨（令和６年９月２０日から同月２３

日までの間の豪雨をいう。）に係る災害復旧事業又は復興事業の工

事の請負契約については、契約金額の２割以内の変更を行うこと。
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